




池田君には、 ようやくつけた研究の自信を、 今度は応用の場で花開かせて

貰うこと。 少し一人歩きできる様になっだ姿を、 うれしく見ています。

学生のみんなには、 どんな困難にも向かっていける自信を、 自分の努力で

積み上げて欲しいです。 それはこれから低迷一方の日本では、 高度な何かを

持った人や会社しか生き延びれない、 大変な時代に向かっていくからです。

これは、 今、 社会に居る人達が一番感じて居ることでしょう。 ベンチャ ー企

業とも言える薬品会社、 それなりに生き残ると思われますが、 これも、 やり

方を間違えると、 一寸先は崖っぷちです。 教室も実は同じ事ですけれども。

私はどうなんでしょう。 こんなんでは、 つまんないと思います。 でも、 人

が育っていく姿を見るのはとてもうれしい事で、 逆に不幸な姿を見るのは、

いたたまれません。 この当たり前が、 教室関係の人だけには、 後者が 0 であ
って欲しいと思っています。 何か僕にでも出来ることがあれば言って下さい。

研究は、 教授室に顕微鏡やレ ーザーを持ち込んで、 意気込みだけはノ ー ベル

賞を狙うつもりで、 ささやかにやっています。 こ安心を。

伺年か内に、 この田園通信を、 インタ ー ネットでやりたいですね。 今年は、

インタ ー ネットで原稿を寄せてくれた人が多く居ました。 年賀状もインタ ー

ネット上に出す予定です。 h t t p : / / w w w. p h a r m. h i r o s

h i ma - u. a c. j p/ を見に来て下さい。

時代は、 動いているのですね。 そのフロンティアであり続けたい。 その勇気

をせめて持ち続けだい。 それが、 大学の義務の一つと思います。

教室がいつまでも、 そうあり続けられますように . . .いつもながら。
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